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風致地区内行為許可申請書に添付する図面の区分 

行為の区分 図面の種類及び縮尺 図面に明示する事項 

付近見取図 申請地を的確に判断できるよう方位、道

路、鉄道、河川、湖沼、建築物等を記入し

た図面に施行箇所を明示する。 

配置図 

（１／50～１／600） 

縮尺、方位、地名、地番、敷地の境界線、

敷地内の既存の建築物等、木竹の位置、敷

地に接する道路の位置及び幅員、申請の建

築物の配置並びに植栽計画 

平面図 

（１／50～１／200） 

縮尺、建築物等の平面 

立面図 主要部分の材料の種別及び仕上方法並び

に色彩 

断面図 主要部分の材料の種別 

建築物等の新築、改築、

増築又は移転 

構造図 

（１／50以上） 

基礎、はり等 

付近見取図 申請地を的確に判断できるよう方位、道

路、鉄道、河川、湖沼、建築物等を記入し

た図面に施行箇所を明示する。 

現況及び計画平面図 

（１／600程度） 

縮尺、方位、行為地の境界線、等高線、地

被状況等現況を明確にした図面を切土及

び盛土の範囲、断面図の位置並びに施業区

域を明示する。 

緑地計画図 

（１／600程度） 

縮尺、方位、行為地の境界線、木竹の保全

の状況等現況を明確にした図面に樹木等

の種類及び高さ並びに植栽を行う区域を

明示する。 

宅地の造成、土地の開墾

その他の土地の形質の変

更、土石の類の採取及び

水面の埋立て又は干拓 

断面図 

（１／600程度） 

縮尺及び計画が十分わかるよう縦横数箇

所の現況と計画とを対比する。 

木竹の伐採 付近見取図 申請地を的確に判断できるよう方位、道

路、鉄道、河川、湖沼、建築物等を記入し

た図面に施行箇所を明示する。 

 現況及び計画平面図 

（１／600程度） 

縮尺、方位、行為地の境界線、等高線、地

被状況等現況を明確にした図面に伐採樹

の位置、伐採区域、樹木の大きさ（高さ及

び幹周囲）及び樹種を明示する。 
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付近見取図 申請地を的確に判断できるよう方位、道

路、鉄道、河川、湖沼、建築物等を記入し

た図面に施行箇所を明示する。 

配置図 

（１／50～１／600） 

縮尺、方位、地名、地番、敷地の境界線及

び敷地内の既存の建築物等 

建築物等の色彩の変更 

立面図 現在の色彩、変更後の色彩、仕上方法及び

材料 

付近見取図 申請地を的確に判断できるよう方位、道

路、鉄道、河川、湖沼、建築物等を記入し

た図面に施行箇所を明示する。 

現況及び計画平面図 

（１／600程度） 

縮尺、方位、行為地の境界線、等高線、地

被状況等現況を明確にした図面にたい積

物の種類、断面図の位置及びたい積を行う

区域を明示する。 

屋外における土石、廃棄

物又は再生資源のたい積

断面図 

（１／600程度） 

縮尺及び計画が十分わかるよう縦横数箇

所の現況と計画とを対比する。 

 


